
沖縄観光キックオフ・プロジェクト

好調が続く沖縄観光
「
沖
縄
な
ら
で
は
の
体
験
を
」

仲井眞　弘多
沖縄県知事

青
い
海
・
空
、文
化
、食
…

ターミナルビル開業へ那覇港大型旅客船 那覇空港新国際線

観
光
＆
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
フ
ェ
ア


日
大
阪
、
日
東
京
で
開
催

観
光
収
入
も
大
き
く
増
加

沖
縄
旅
行
の
イ
メ
ー
ジ
向
上

ＯＣＶＢに設立準備事務局
スポーツコミッション沖縄

年間入域
観光客数　万人超えに

（２７） 第２７３３号第３種郵便物認可２０１４年（平成２６年）１月１日（水曜日）

　
年
間
を
通
し
て
国
内
旅
行
、
訪
日
旅
行
の
好
調

が
続
く
中
、
観
光
が
主
力
産
業
の
沖
縄
県
で
は
入

域
観
光
客
数
の
増
加
が
続
い
て
い
る
。
県
と
一
般

財
団
法
人
沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ

ー
（
Ｏ
Ｃ
Ｖ
Ｂ
）
は
、
こ
の
流
れ
を
さ
ら
に
拡
大

す
る
た
め
、
今
年
も
各
種
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
仕

掛
け
、
さ
ら
な
る
誘
客
を
目
指
す
。
両
者
が
取
り

組
む
観
光
施
策
の
う
ち
、
特
に
力
を
入
れ
て
い
る

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
支
援
事
業
と
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
観
光

振
興
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　
ハ
イ
サ
イ
！
（
こ
ん
に

ち
は
）

　
沖
縄
に
は
、
毎
年
約
６

０
０
万
人
の
観
光
客
に
国

内
外
か
ら
お

越
し
い
た
だ

き
、
青
い
海

・
青
い
空
を
は
じ
め
と
し

た
豊
か
な
自
然
、
エ
イ
サ

ー
や
郷
土
芸
能
な
ど
の
伝

統
文
化
、
沖
縄
独
特
の
お

い
し
い
「
食
」
な
ど
を
通

じ
て
、
沖
縄
な
ら
で
は
の

体
験
を
満
喫
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
新
石
垣
空
港

が
開
港
し
、
石
垣
島
を
含

む
八
重
山
諸
島
に
ス
ポ
ッ

ト
が
あ
て
ら
れ
る
と
と
も

に
、
そ
の
他
の
県
内
離
島

や
沖
縄
観
光
全
体
を
牽け

ん

引い
ん

し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
那
覇
空
港
新

国
際
線
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル

や
那
覇
港
ク
ル
ー
ズ
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
供
用
開
始
に
よ

り
受
け
入
れ
環
境
が
整
備

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら

な
る
誘
客
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
「
沖
縄
観
光
＆
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
コ
ン
テ
ン
ツ
フ
ェ
ア
」

で
は
、
〝
新
し
い
沖
縄
の

発
見
〟
が
体
験
で
き
る
観

光
メ
ニ
ュ
ー
や
取
り
組
み

な
ど
を
ご
紹

介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま

す
。
力
強
く
躍
進
す
る
沖

縄
の
新
た
な
風
を
感
じ
て

い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い

ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ

ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

大
型
旅
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
完
成
予
想
図

　那覇港管理組合が建設を進めてきた大型
旅客船ターミナルビルが３月に完成する。
新しい海の玄関口のシンボルとして、交流
と観光の拠点施設の役割を担う。
　敷地は海上にあり、２階建てで延べ面積
約平方㍍。ホールの使用方法は、クル
ーズ船が入港した際は出入国審査と検疫、
税関検査を中心になるが、入港がない時は、
各種イベントや展示会など、多目的スペー
スとして貸し出す。

　那覇空港新国際線旅客ターミナルビルの
利用開始は２月日。増え続ける国際便の
就航に対応する。
　地上４階建てで、国内線旅客ターミナル
ビル北側に位置する。延べ床面積が約２万
平方㍍で、旧国際線ビルの．倍。１
階は到着ロビー、２階は出発ロビーと搭乗
待合室、３階は入国検査場など、４階は展
望デッキを配置。店舗は、飲食店と物販店、
サービス店が各４店舗入居する。

新
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

完
成
予
想
図

昨
年
実
施
さ
れ
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
コ
ン
テ
ン
ツ
フ
ェ
ア
（
東
京
会
場
）
の
模
様
。


団
体
が
出
展
、
７
５
０
人
が
来
場
し
活
況
を
呈
し
た

　
県
と
Ｏ
Ｃ
Ｖ
Ｂ
は
今
年
も
「
沖
縄

観
光
＆
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
コ
ン
テ
ン
ツ
フ
ェ

ア
～
オ
ー
ル
お
き
な
わ
大
博
覧
会

～
」
を
開
催
す
る
。

　
会
場
と
開
催
日
は
、東
京
会
場
が
、

グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
新
高
輪

国
際
館
パ
ミ
ー
ル
３
階
「
崑
崙
」

（
東
京
都
港
区
）
で

日
。
大
阪
会

場
が
、
ナ
レ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ
ル
コ
ン

グ
レ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
ホ

ー
ル
Ａ
（
大
阪
市
北
区
）
で

日
。

入
場
無
料
。

　
沖
縄
県
内
の
観
光
・
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
事

業
者
が
一
堂
に
会
し
、
各
種
セ
ミ
ナ

ー
の
開
催
や
ブ
ー
ス
出
展
を
通
じ
て

最
新
の
県
内
観
光
情
報
を
提
供
す

る
。

　
今
年
は
那
覇
空
港
国
際
線
タ
ー
ミ

ナ
ル
ビ
ル
と
那
覇
港
の
ク
ル
ー
ズ
船

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
開
業
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
沖
縄
観
光
が
さ
ら
に
楽

し
み
や
す
く
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い

る
。
同
博
覧
会
は
、
今
年
の
沖
縄
観

光
の
傾
向
を
い
ち
早
く
知
る
こ
と
が

で
き
る
最
初
の
大
型
観
光
イ
ベ
ン
ト

に
な
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
沖
縄
観
光
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
☎
０
９
８

（
８
５
９
）
６
１
２
７
。

ロ
ゴ
を
手
に
す
る（
左
か
ら
）県
文
化
観
光
ス
ポ

ー
ツ
部
の
湧
川
盛
順
部
長
、
Ｏ
Ｃ
Ｖ
Ｂ
の
上
原

良
幸
会
長
、
県
体
育
協
会
の
神
谷
育
雄
副
会
長

◀

　
昨
年
の
沖
縄
観
光
は
、
４
～
９
月

（
２
０
１
３
年
度
上
半
期
）
の
入
域

観
光
客
数
が
過
去
最
高
の
３
３
７
万

９
８
０
０
万
人
に
な
り
、

年
度
全

体
で
は
、
前
年
度
の
５
９
２
万
人
を

超
え
て
目
標
の
６
３
０
万
人
を
達
成

す
る
見
通
し
に
な
っ
た
。
観
光
収
入

全
体
も
２
４
８
１
億
１
千
万
円
と
前

年
同
期
比
で
３
５
０
億
８
１
０
０
万

円
と
大
き
く
増
え
た
。

　
県
と
Ｏ
Ｃ
Ｖ
Ｂ
は
昨
年
、
さ
ま
ざ

ま
な
沖
縄
観
光
の
振
興
事
業
を
実
施

し
て
き
た
。
そ
の
中
で
も
、
特
に
重

点
的
に
力
を
入
れ
て
き
た
観
光
施
策

が
「
旬
香
周
島
（
し
ゅ
ん
か
し
ゅ
う

と
う
）お
き
な
わ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」

と「
沖
縄
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
支
援
事
業
」だ
。

　
旬
香
周
島
お
き
な
わ
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
は
、
季
節
ご
と
に
テ
ー
マ
と
タ

ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
し
、
誘
客
を
図

る
事
業
。春
は「
親
子
孫（
三
世
代
）」

「
卒
業
旅
行
」
、
夏
は
「
夏
族
（
家

族
）
」
「
学
生
向
け
」
、
秋
は
「
女

子
旅
」、冬
は「
シ
ニ
ア
向
け
」と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
に
ふ
さ
わ
し
い
旅

行
を
提
案
。「
旬
香
周
島
お
き
な
わ
」

の
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
、
特
集
記
事

・
映
像
や
観
光
・
イ
ベ
ン
ト
情
報
を

掲
載
し
た
。
同
時
に
、
旅
行
会
社
や

航
空
会
社
、
メ
デ
ィ
ア
の
各
社
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
て
沖
縄
旅
行
の
イ
メ
ー

ジ
を
高
め
て
き
た
。

　
沖
縄
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
支
援
事
業
に
お
い

て
も
積
極
的
に
実
施
し
て
お
り
、
学

術
会
議
の
誘
致
、開
催
▽
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
、

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
で
使
用
す
る
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
使
用
や
宿
泊
▽
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
ツ
ア
ー
開
催
の
た
め
の
視
察
―

に
対
し
て
、
主
催
者
や
旅
行
会
社
に

助
成
金
を
交
付
す
る
な
ど
、
手
厚
い

支
援
が
人
気
を
集
め
て
お
り
、
充
実

し
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
支
援
制
度
の
活
用
が

活
発
だ
。

　
こ
の
ほ
か
に

も
、
増
え
続
け
る

東
南
ア
ジ
ア
か
ら

の
訪
日
客
を
沖
縄

に
取
り
込
む
き
っ

か
け
に
し
よ
う
と
、
両
者
が
主
催
し

て
「
日
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
観
光
交
流
会

議
」
を

、

の
両
日
、
宜
野
湾
市

の
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

で
開
催
す
る
。

　
沖
縄
県
は
、
地
理
・
歴
史
・
文
化

の
面
か
ら
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
と
深
い

つ
な
が
り
が
あ
る
。
近
年
で
は
那
覇

と
バ
ン
コ
ク
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
間
の

チ
ャ
ー
タ
ー
便
実
現
、
ム
ス
リ
ム

（
イ
ス
ラ
ム
教
徒
）
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

商
品
開
発
な
ど
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国

と
の
観
光
交
流
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
沖
縄
県
で
は
、
さ
ら
な
る
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
発
展
を
目
指
す
べ

く
、
２
０
１
３
年

月

日
「
ス
ポ

ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
沖
縄
（
仮
称
）

設
立
準
備
事
務
局
」
を
Ｏ
Ｃ
Ｖ
Ｂ
内

に
設
置
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。


年
４
月
の
本
格
稼
働
を
目
指
し
、
Ｏ

Ｃ
Ｖ
Ｂ
が
有
す
る
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
誘
致
機
能
、
沖
縄
県
体
育

協
会
が
有
す
る
競
技
ス
ポ
ー
ツ
・
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興
機
能
を
一
元
的
に

推
進
し
、
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
・
合

宿
・
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
・
受
け
入
れ

を
行
う
。

　
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
旅
行
会
社
、
イ

ベ
ン
ト
会
社
な
ど
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
に
対
応
す
る
窓
口
と
し
て
、
沖
縄

に
お
け
る
キ
ャ
ン
プ
・
合
宿
・
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ

う
、
き
め
細
や
か
な
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
予
定
だ
。

　
本
格
稼
働
と
な
る

年
４
月
、
那

覇
市
に
あ
る
奥
武
山
運
動
公
園
に
建

設
さ
れ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
ア
イ
ラ
ン
ド

拠
点
会
館
（
仮
称
）
」
内
に
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
置
く
。

　
事
務
局
立
ち
上
げ
に
合
わ
せ
て
、

ス
ポ
ー
ツ
ア
イ
ラ
ン
ド
沖
縄
の
シ
ン

ボ
ル
と
な
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
も
発
表
さ

れ
た
。
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
エ
メ
ラ
ル

ド
の
沖
縄
の
美
し
い
海
と
人
の
フ
ォ

ル
ム
を
重
ね
合
わ
せ
、
競
技
ス
ポ
ー

ツ
の
持
つ
躍
動
感
と
、
ス
ポ
ー
ツ
に

よ
っ
て
人
が
い
き
い
き
と
元
気
に
な

る
ス
ポ
ー
ツ
ア
イ
ラ
ン
ド
を
表
現

し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
感
動
を
国
内

外
へ
発
信
し
、
世
界
へ
羽
ば
た
い
て

い
く
イ
メ
ー
ジ
を
表
し
て
い
る
。


